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★★★今月のあなたの運勢★★★ ❷

JAたかさき

TOPICS

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
実
習
も
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
子
会
社

の
「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
た
か
さ
き
」
で
、

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
や
ネ
ギ
の
播
種
・
定

植
、
収
穫
・
出
荷
な
ど
の
農
作
業
を

体
験
。
野
菜
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
産

者
が
出
荷
す
る
野
菜
の
荷
受
け
を
は

確
認
を
行
い
、
各
々
の
責
任
者
か
ら

概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
新
採
用
職
員
11
人
は
、
Ｊ
Ａ
事
業

や
社
会
人
と
し
て
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
な
ど
、
座
学
だ
け
で
な
く
グ

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
、
３
月
２
日
か

ら
令
和
４
年
度
新
採
用
職
員
の
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。
　

　
施
設
見
学
で
は
、
支
店
・
事
業
所

な
ど
36
ヶ
所
を
巡
回
。
立
地
場
所
の

グル米四季菜館で米や野菜を販売

３班に分かれビジネスマナーを学ぶ

トマト選果場を見学

トマト選果場で箱詰め作業 チンゲンサイの苗を定植

チンゲンサイの荷造り

播種したネギのトレイを育苗ハウスへ

支店長より説明を受ける新採用職員（片岡支店）

各
部
門
で
研
修

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
初
め
て
の
作
業
を
体
験

じ
め
、
直
売
所
・
ト
マ
ト
選
果
場
で

の
作
業
や
支
店
で
の
窓
口
業
務
ま
で
、

幅
広
い
Ｊ
Ａ
事
業
の
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
新
採
用
職
員
は
、
４
月
１
日

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
先
に
て
、
Ｊ

Ａ
職
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。



牡羊座 ３/21～４/19❸

JAたかさき

（全体運）活力に満ちあふれ、前進のときです。素晴らしいアイデアにも恵まれます。計画をさらにクオリティーアップさせて
（健康運）ストレッチで血行促進を図りましょう
（幸運の食べ物）ウルイ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
は
今
年
度
ネ
ギ
66

㌃
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
42
㌃
、

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
11
㌃
の
作
付
け
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ネ
ギ
の
苗
を
生

産
し
、
組
合
員
に
供
給
を
行
う
と
と

も
に
、
営
農
部
と
連
携
し
て
、
展
示

圃
の
設
置
や
現
地
研
修
会
の
開
催
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

草
の
小
さ
い
時
期
に
散
布
す
る
と
効

果
が
高
い
、
ま
た
、
赤
か
び
病
に
つ

い
て
は
、
カ
ビ
毒
の
検
出
は
出
荷
停

止
に
な
る
た
め
、
防
除
を
徹
底
す
る

こ
と
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
圃
場
に
入
り
草
の
種

類
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
適
応
薬

剤
と
散
布
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
農
事
組
合
法
人
た
か
さ
き
下
大
類

作
業
部
会
は
、
３
月
９
日
高
崎
市
下

大
類
町
の
圃
場
で
麦
栽
培
勉
強
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
、
西
部
農
業
事
務
所
な
ど

関
係
者
17
人
が
参
加
し
て
、
麦
の
生

育
状
況
と
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ
い

て
、
現
場
圃
場
を
見
な
が
ら
確
認
し

ま
し
た
。

　
同
事
務
所
の
北
爪
主
幹
が
麦
の
生

育
状
況
を
解
説
。「
今
年

は
寒
さ
と
乾
燥
か
ら
、
近

年
と
比
べ
て
は
麦
の
生
育

は
遅
れ
気
味
だ
が
、
生
育

は
本
来
の
平
年
並
み
で
あ

る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

現
地
圃
場
の
麦
を
抜
き
と

り
、幼
穂
を
観
察
し
て「
幼

穂
の
大
き
さ
か
ら
、
茎
立

ち
は
３
月
20
日
頃
と
予
想

し
、
３
月
10
日
か
ら
20
日

頃
が
追
肥
の
適
期
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。

　
全
農
ぐ
ん
ま
肥
料
農
薬

課
の
荒
井
担
当
か
ら
は
雑

草
防
除
と
病
害
虫
対
策
に

つ
い
て
「
除
草
剤
散
布
は

　
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
た
か
さ
き
は
３
月

７
日
、
群
馬
県
農
業
公
社
に
委
託
し

て
、
５
ヶ
所
、
計
70
㌃
の
圃
場
で
サ

ブ
ソ
イ
ラ
ー
に
よ
る
心
土
破
砕
を
行

い
ま
し
た
。

　「
心
土
」
は
作
土
層
の
下
、
深
さ

30
㌢
よ
り
下
に
あ
る
硬
い
土
の
層
で
、

サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
の
施
工
は
、
こ
の
心

土
を
砕
き
、
縦
溝
を
掘
る
こ
と
で
土

中
へ
の
水
分
の
浸
透
性
を
上
げ
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
Ｊ
Ａ

フ
ァ
ー
ム
の
主
力
作
物
で

あ
る
ネ
ギ
栽
培
に
お
い
て
、

水
は
け
の
悪
い
圃
場
で
は
、

湿
害
に
よ
る
根
腐
れ
や
生

育
不
良
な
ど
が
出
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
圃
場
が
ぬ

か
る
ん
で
足
が
踏
み
入
れ

ら
れ
な
い
な
ど
、
農
作
業

へ
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
施
工
に
よ
り
、
土

中
の
通
気
性
、
通
水
性
が

改
善
さ
れ
る
こ
と
で
、
根

が
伸
び
や
す
く
作
物
の
生

育
が
良
好
に
な
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

サブソイラーによる心土破砕

麦圃場で雑草の種類を確認する参加者

ネ
ギ
収
量
増
を
め
ざ
し

サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
で
心
土
破
砕

現
地
で
麦
栽
培
管
理
を
学
ぶ



４/20～５/20牡牛座 ❹

JAたかさき

（全体運）上昇運です。思い通りにならないことは解消の兆し。丁寧な作業を心掛け、長期戦で取り組んで。金運も回復へ
（健康運）無理は禁物。後半から回復。運動量を増やして
（幸運の食べ物）ゴーヤー

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
３
月
15
日
、
高

崎
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
管
内
34

の
小
学
校
の
新
入
学
児
童
２
２
４
５

名
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、
19
の
中

学
校
の
新
入
学
生
徒
２
３
２
５
名
に

自
転
車
ス
ポ
ー
ク
用
反
射
材
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
交
通
安
全
資
材
の
寄
贈

は
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
貢
献
活
動
の

ひ
と
つ
で
あ
る
交
通
事
故
対
策
の
一

環
と
し
て
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育

応
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
新
５
年

生
に
、
食
・
環
境
と
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
「
農
業

と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
の
直
売
所
「
グ
ル

米
四
季
菜
館
」
３
店
舗
は
３
月
７
日
、

県
産
米
を
配
っ
て
、「
ぐ
ん
ま
の
お

米
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
群
馬
、
ぐ
ん

ま
県
産
米
販
売
促
進
対
策
協
議
会
が

展
開
す
る
「
た
べ
て
！
知
っ
て
！
ぐ

ん
ま
の
お
米
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
米
の
消
費
、
価

格
が
低
迷
す
る
中
、
少
し
で
も
生
産

者
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
県
産
米
を

食
べ
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
県

産
米
に
対
す
る
理
解
と
消
費
拡
大
を

図
る
こ
と
が
目
的
。
グ
ル
米
四
季
菜

館
３
店
舗
で
は
買
い
物
客
へ
、
管
内

産
米
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
を
合
計
６
４

０
㌔
配
布
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
２
月
初
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
令
和
３
年
分
所
得
の

確
定
申
告
相
談
会
を
各
支
店
で
開
催
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
や
青
色
申
告

決
算
書
な
ど
９
３
４
件
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

　
相
談
会
は
、
組
合
員
や
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
書
は
、
支
店
担
当
者
が
見
直

し
、
各
支
店
の
指
定
税
理
士
に
よ
り

確
認
を
受
け
た
後
、
税
務
署
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

申告書を確認する職員

交通安全資材を寄贈する堀米組合長（左から２人目）

「高崎産ひとめぼれ」を配り、ＰＲする職員

直
売
所
で

「
ぐ
ん
ま
の
お
米
」Ｐ
Ｒ

交
通
安
全
資
材
を
寄
贈

確
定
申
告
を
支
援

総代の皆さまへ
　ＪＡたかさき第29回通常総代会を下記の日程で開催いたします。

開 催 日　　５月28日㈯
開催時間　　13：30～
開催場所　　ＪＡたかさき本店２階　多目的研修室



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

（全体運）勢いのある良好運。頼み事は良い返事をもらえそう。ただ後半は謙虚さも必要。強く出過ぎず協調性を発揮して
（健康運）前半は良好。後半は小まめに休憩を入れて◎
（幸運の食べ物）ソラマメ

お知らせ

ＪＡ群馬中央会から



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

広報通信から

（全体運）注目度が上がり忙しくなりそう。人が嫌がる作業を率先して引き受けると株が上がります。スキル磨きもお勧め
（健康運）腰痛や肩凝りのケアに力を入れると改善へ
（幸運の食べ物）サザエ



７/23～８/22獅子座❼

広報通信から

（全体運）大きく高めの目標が幸運を呼び込みます。難題も無理と決め付けず「なんとかならないか？」と考えてみましょう
（健康運）むちゃはしないで。交通ルールを順守し慎重に
（幸運の食べ物）新タマネギ



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

（全体運）一難去ってまた一難、状況が目まぐるしく変わりそう。臨機応変に。考え過ぎず素早く動いてベター
（健康運）弱い部分をいたわりつつペース配分を考えて
（幸運の食べ物）ノビル

育苗管理と病害虫防除のポイント

西部農業事務所
普及指導課

農畜産指導係　北爪　雅恵

な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

窒
素
過
多
は
発
生
を
助
長
す
る
た
め
、

適
切
な
肥
培
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
縞
葉
枯
病

　
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン

カ
の
媒
介
に
よ
り

感
染
し
ま
す
。
生

育
初
期
の
感
染
は

葉
が
こ
よ
れ
て
枯

死
し
（
写
真
４
）、

後
期
の
感
染
は
穂

の
出
す
く
み
症
状

と
な
り
ま
す
（
写

真
５
）。

　
本
病
の
抵
抗
性

品
種
の
作
付
け
や
、

箱
施
用
剤
や
本
田

で
の
薬
剤
散
布
で

ウ
ン
カ
の
防
除
を

行
い
ま
す
。「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
は
罹

病
性
な
の
で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

（
４
）
ば
か
苗
病

　
糸
状
菌
（
カ
ビ
）
に
よ
る
病
害
で
主

に
種
子
伝
染
し
ま
す
。
育
苗
中
は
茎
葉

が
黄
化
し
、
細
く
長
く
伸
び
て
徒
長
し

ま
す
。
本
田
で
も
黄
化
し
て
徒
長
し
ま

す
が
、
や
が
て
枯
死
し
ま
す
。
被
害
苗

を
確
認
し
た
ら
抜
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
田
で
発
生
が
見
ら
れ
た
ら
株
ご
と
抜

き
取
り
、
土

中
に
埋
没
さ

せ
て
く
だ
さ

い
。

ま
す
（
目
安
：
日
平
均
水
温
の
積
算
で

約
１
０
０
℃
）。
芽
の
伸
び
す
ぎ
に
注

意
し
、
も
み
枯
細
菌
病
等
病
害
対
策
と

し
て
水
温
は
28
℃
以
下
と
し
ま
す
。

（
５
）
播
種

　
厚
播
き
を
避
け
（
表
２
）、
軟
弱
徒

長
や
苗
立
枯
病
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ム
レ
防
止
と
し
て
、
覆
土
後
の
か

ん
水
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

（
６
）
積
み
重
ね
出
芽

　
湿
害
や
苗
立
枯
病
予
防
の
た
め
、
余

分
な
水
を
切
っ
て
か
ら
パ
レ
ッ
ト
等
に

積
み
重
ね
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等

で
保
温
し
、
ム
シ
ロ
等
を
か
け
て
直
射

日
光
を
避
け
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
み
枯
細
菌
病
や
高
温
障
害
（
高
温

に
よ
る
ヤ
ケ
）
対
策
と
し
て
、
ビ
ニ
ー

ル
内
は
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

（
７
）
出
芽
後
の
水
管
理

　
出
芽
直
後
は
湿
害
に
よ
る
生
育
不
良

を
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
ウ
ロ
等
で
上
か
ら

か
ん
水
し
ま
す
。
緑
化
し
た
ら
プ
ー
ル

に
２
㎝
程
度
水
を
張
り
、
表
面
が
乾
い

た
ら
入
水
を
行
い
ま
す
。

（
８
）
苗
の
追
肥

　
２
～
３
葉
期
頃
に
肥
切
れ
が
見
ら
れ

た
ら
、
水
５
０
０
ml
に
対
し
硫
安
３
～

　
近
年
、
育
苗
期
間
中
の
気
温
が
高
く
、

苗
立
枯
病
や
徒
長
苗
の
発
生
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
令
和
３
年
産
は
一
部
で
苗

い
も
ち
が
発
生
し
、
本
田
で
は
出
穂
期

こ
ろ
の
降
雨
や
低
温
に
よ
り
穂
い
も
ち

が
発
生
し
ま
し
た
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
に

留
意
し
て
、
天
候
不
順
に
負
け
な
い
健

苗
育
成
と
適
正
な
防
除
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

１
　
育
苗
管
理

（
１
）
育
苗
箱
・
培
土
の
消
毒

　
苗
立
枯
病
対
策
と
し
て
育
苗
箱
の
消

毒
を
行
う
と
と
も
に
、
購
入
し
た
培
土

も
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
前

年
に
苗
立
枯
病
が
発
生
し
て
い
る
場
合
、

必
ず
育
苗
箱
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
種
子
更
新
と
比
重
選

　
種
子
は
自
家
採
種
せ
ず
、
毎
年
更
新

し
ま
し
ょ
う
。

　
比
重
選
は
、
未
熟
粒
を
取
り
除
き
発

芽
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
い
も
ち
病

や
も
み
枯
細
菌
病
の
罹
病
種
子
の
除
去

を
行
い
ま
す
（
表
１
）。

（
３
）
種
子
消
毒

　
薬
剤
は
い
も
ち
病
、
ば
か
苗
病
、
も

み
枯
細
菌
病
に
適
用
の
あ
る
も
の
を
選

び
、
消
毒
後
は
種
籾
を
水
で
洗
わ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
４
）
浸
種
・
催
芽

　
ハ
ト
ム
ネ
状
態
に
な
る
ま
で
浸
種
し

５
ｇ
を
溶
い
て
追
肥
し
ま
す
。
葉
に
硫

安
水
が
残
る
場
合
、
上
か
ら
水
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

２
　
病
害
虫
防
除

（
１
）
い
も
ち
病

　
令
和
２
年
は
梅
雨
が
長
く
続
き
、
葉

い
も
ち
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
、
令
和

３
年
は
苗
い
も
ち
や
出
穂
期
こ
ろ
の
降

雨
に
よ
り
穂
い
も
ち
が
発
生
し
ま
し
た
。

い
も
ち
病
は
、
低
温
（
25
℃
前
後
）
で

曇
雨
天
が
続
く
と
多
発
し
、
出
穂
期
前

後
の
降
雨
や
止

葉
に
発
生
し
た

葉
い
も
ち
か
ら

伸
展
し
て
籾
・

穂
首
等
に
感
染

す
る
と
穂
い
も

ち
に
な
り
ま
す

（
写
真
１
、
２
）。

　
種
子
消
毒
、

箱
施
用
剤
、
本

田
発
生
初
期
や

穂
ば
ら
み
期
前

後
の
薬
剤
散
布

で
防
除
し
ま
す
。

窒
素
過
多
は
発

生
を
助
長
す
る

た
め
、
適
切
な

肥
培
管
理
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
稲
こ
う
じ
病

　
稲
こ
う
じ
病
の
混
入
は
等
級
低
下
の

原
因
と
な
る
た
め
適
切
に
防
除
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
（
写
真
３
）。

　
出
穂
期
頃
に
降
雨
が
多
い
場
合
や
、

前
年
多
発
ほ
場
で
は
発
病
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
出
穂
前
の
薬
剤
散
布
が
効
果
的
で
す

が
、
使
用
薬
剤
ご
と
に
防
除
適
期
が
異

写真６　ばか苗病（本田での症状） 写真５　縞葉枯病（後期） 写真４　縞葉枯病（初期）

表１　比重液の作り方

種類 溶液の
比重

硫安の量 
（水10L当たり）

うるち 1.13 2.9㎏
もち 1.08 1.9㎏

表２　播種量と育苗期間の目安
苗の種類 播種量 育苗期間

稚苗 160～180ｇ 20～22日
中苗 80～100ｇ 25～30日

写真２　穂首いもち 写真１　葉いもち
写真３　稲こうじ病
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園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）スタートダッシュで勝負をかけるのが成功の鍵。一気に押してこぼれたものは諦めて。優先順位が肝心です
（健康運）良い記録を出せそう。試合などにも参加を
（幸運の食べ物）クレソン

カボチャ　強健で育てやすい

　
生
育
適
温
は
17
～
20
度
で
ウ

リ
科
野
菜
の
中
で
は
比
較
的
低

温
に
強
く
、
強
健
で
病
害
虫
も

比
較
的
少
な
い
野
菜
で
す
。
ビ

タ
ミ
ン
類
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
を
豊
富
に
含
み
、

特
に
免
疫
力
を
高
め
る
β

－

カ

ロ
テ
ン
含
量
は
野
菜
の
中
で
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

［
品
種
］
西
洋
カ
ボ
チ
ャ
で
は

「
み
や
こ
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、

「
え
び
す
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
九

重
栗
」（
カ
ネ
コ
種
苗
）
な
ど
、

ミ
ニ
カ
ボ
チ
ャ
で
は
「
坊
ち
ゃ

ん
」（
ヴ
ィ
ル
モ
ラ
ン
み
か
ど
）

な
ど
。
表
皮
が
白
く
貯
蔵
性
の

あ
る
「
雪
化
粧
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

［
苗
作
り
］
種
は
一
般
地
で
は

３
、
４
月
に
12
㎝
ポ
ッ
ト
に
３

粒
ま
き
、
本
葉
１
枚
の
頃
生
育

の
良
い
も
の
を
残
し
て
間
引
い

て
１
本
に
し
、
本
葉
４
、
５
枚

ま
で
育
て
ま
す
（
図
１
）。

［
畑
の
準
備
］
植
え
付
け
２
週

間
前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土

石
灰
１
０
０
ｇ
を
全
面
に
ま
い

て
耕
し
ま
す
。
次
に
、
畝
幅

（
ベ
ッ
ド
幅
）
90
㎝
で
、
中
央

に
深
さ
20
㎝
程
度
の
溝
を
掘
り

ま
す
。
こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
化

成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）

１
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
、
３
㎏
と

を
施
し
、
溝
を
埋
め
戻
し
て
高

畝
を
作
り
ま
す
（
図
２
）。

［
植
え
付
け
］
遅
霜
の
心
配
の

な
い
４
、
５
月
が
植
え
付
け
適

期
で
、
株
間
90
㎝
程
度
に
植
え

穴
を
掘
り
、
穴
に
十
分
水
を
注

い
で
植
え
付
け
ま
す
。
遅
霜
の

恐
れ
の
あ
る
と
き
は
、
ポ
リ

フ
ィ
ル
ム
で
ト
ン
ネ
ル
、
ホ
ッ

ト
キ
ャ
ッ
プ
や
あ
ん
ど
ん
を
作

り
、
保
温
し
ま
す
（
図
３
）。

［
整
枝
・
交
配
］
本
葉
５
枚
く

ら
い
で
摘
心
し
、
生
育
の
良
い

子
づ
る
を
３
本
伸
ば
し
、
他
の

子
づ
る
は
か
き
取
り
ま
す
（
子

づ
る
３
本
仕
立
て
）。
伸
び
た

子
づ
る
は
重
な
ら
な
い
よ
う
に

配
置
し
ま
す
（
図
４
）。
着
果

節
位
は
10
節
前
後
を
目
標
に
し
、

雄
花
開
花
日
の
早
朝
に
花
粉
を

雌
花
の
柱
頭
に
な
す
り
付
け
、

受
粉
（
人
工
受
粉
）
さ
せ
ま
す

（
図
５
）。

［
追
肥
・
敷
き
わ
ら
］
追
肥
は

果
実
が
こ
ぶ
し
大
の
頃
、
化
成

肥
料
を
１
株
当
た
り
30
ｇ
程
度
、

株
元
か
ら
離
し
て
ば
ら
ま
き
ま

す
。
茎
葉
と
果
実
へ
の
泥
は
ね

防
止
の
た
め
、
敷
き
わ
ら
や
不

織
布
な
ど
透
水
性
の
資
材
を
敷

き
ま
す
。

［
収
穫
］開
花
後
45
～
50
日
た
っ

て
果
実
に
爪
が
立
た
な
い
く
ら

い
堅
く
な
っ
た
頃
が
収
穫
適
期

で
す
。
収
穫
後
７
～
10
日
、
風

通
し
の
良
い
場
所
に
置
い
て
お

く
と
甘
味
が
増
し
ま
す（
図
６
）。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地

を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
春
本
番
を
迎
え
ま
す
。
４
月
は
日
ご
と
に
暖
か

さ
が
増
し
、
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
、
良
い
陽
気

の
日
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
春
は
な
ん
と
な
く

眠
い
日
が
多
い
気
が
し
ま
せ
ん
か
。
日
な
た
の
窓

辺
は
ぽ
か
ぽ
か
で
、
昼
間
で
も
つ
い
う
と
う
と
し

て
し
ま
い
ま
す
ね
。

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
、
処
々
に
蹄
鳥
を
聞
く
」

　
こ
れ
は
、
古
代
中
国
、
唐
王
朝
の
詩
人
の
詩
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
春
の
眠
り
は
心
地
良
く

て
、
夜
が
明
け
た
こ
と
も
気
付
か
ず
に
、
鳥
の
さ

え
ず
り
で
よ
う
や
く
目
を
覚
ま
す
、
と
い
う
意
味

で
す
。

　
東
京
や
大
阪
で
は
、
４
月
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
最

低
気
温
の
平
年
値
が
10
度
以
上
に
な
り
ま
す
。
朝

晩
で
も
暖
房
が
必
要
な
い
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

眠
る
に
は
ち
ょ
う
ど
快
適
な
気
温
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
北
日
本
で
は
、
ま
だ
暖
房
が
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
冷
え
込
み
は
次
第
に
弱

ま
っ
て
く
る
頃
で
す
。

　
快
適
な
眠
り
で
疲
れ
が
取
れ
る
の
は
良
い
こ
と

で
す
が
、
新
年
度
早
々
、
寝
坊
し
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

春
眠
暁
を
覚
え
ず

イラスト：小林裕美子

イラスト：服部新一郎
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野菜もの知り百科
土壌医●藤巻　久志

（全体運）頭の中で考えているだけだと抜け落ちが出そう。簡単なことでもメモを活用して。予定を立てるとスムーズに
（健康運）ゆっくり回復へ。慌てず養生して◎
（幸運の食べ物）山ウド

　コロナ禍でのマスク生活も約２年となりました。
マスクによる肌のトラブルに悩む人も多くいます。
　マスクで覆われた肌は、温度も湿度も高く蒸れや
すく、細菌が繁殖しやすい環境です。ニキビの原因
になるアクネ菌が増殖することで、ニキビや吹き出
物ができやすくなります。
　マスク着用の日々では、日頃のスキンケアがさら
に重要になります。メイクや肌の汚れを丁寧に落と
し、洗顔をしたら、化粧水と乳液で保湿をしましょ
う。保湿が不十分だと、肌は乾燥を防ごうと皮脂を
余分に分泌して、ニキビの原因になります。
　マスクを小まめに取り替えたり、汗をかいたら拭
き取り化粧水で保湿をする一手間も、肌トラブル回
避に大切です。
　マスクで肌がこすれると、皮膚の表面を守ってい
るバリア機能が弱り、肌荒れが起こります。日頃か
らスキンケアをしっかりと行い、肌の状態を整えて
おくことが大切です。また、マスクを着脱するとき
には、肌をこすらないように留意し、ゴムの部分を
両手で扱い、着脱しましょう。
　マスクをして農作業をしたり、屋外を長時間歩い

たり、自転車に乗ったりすると、マスクで覆われて
いない部分だけが日焼けするトラブルもあります。
その逆にマスクをしている部分もわずかに日焼けし
ますから、屋外に出るときは顔全体や首に日焼け止
めクリームを塗りましょう。これから紫外線が強く
なる季節になります。日焼け対策をお忘れなく。
　まだしばらくは、マスク生活が続きそうです。ニ
キビや肌荒れなどの症状が改善しない場合は、早め
に皮膚科を受診して治療を始めるのが良いでしょう。

マスクによる肌トラブル

　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
は
常
緑
低
木
の
ハ
ー
ブ

で
す
。
一
般
に
野
菜
は
一
年
草
の
草
本
作

物
な
の
で
、
木
本
作
物
の
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

は
野
菜
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
副

食
に
す
る
た
め
に
栽
培
す
る
植
物
は
野
菜

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
ブ
は
香

味
野
菜
と
も
呼
ぶ
の
で
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
ー
ブ
と
い
う
言
葉
が
広
く
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
７
０
年
に
開

催
さ
れ
た
日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万

博
）
か
ら
で
す
。
欧
米
の
国
々
が
出
店
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
数
千
万
の
来
場
者
が

フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ド
ラ
イ
の
ハ
ー
ブ
を
使
っ

た
料
理
を
食
べ
ま
し
た
。
和
食
に
は
な
い

風
味
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
庶
民
が
食
べ
て

き
た
コ
ロ
ッ
ケ
や
ポ
ー
ク
カ
ツ
レ
ツ
な
ど

の
洋
食
に
は
生
の
ハ
ー
ブ
は
入
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
ハ
ー
ブ
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
セ
ー
ジ
な
ど

地
中
海
沿
岸
原
産
の
シ
ソ
科
植
物
が
多

く
、
石
灰
質
を
含
ん
だ
土
質
を
好
み
ま
す
。

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
も
同
じ
で
、
属
名
Ｒ
ｏ
ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｕ
ｓ
の
ｒ
ｏ
ｓ
は
露
を
、
ｍ

ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｕ
ｓ
は
海
を
意
味
し
、
海
岸
の

崖
に
も
自
生
し
ま
す
。

　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
に
は
立
性
型
と
匍
匐

（
ほ
ふ
く
）
型
が
あ
り
、
花
色
は
淡
紫
、
青
、

桃
、
白
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
暑
さ
寒
さ
、

乾
燥
、
病
害
虫
に
強
い
ハ
ー
ブ
で
す
。
ベ

ラ
ン
ダ
で
も
大
型
プ
ラ
ン
タ
ー
で
簡
単
に

栽
培
で
き
、
種
や
挿
し
木
で
増
や
し
ま
す
。

葉
は
殺
菌
や
酸
化
防
止
の
効
果
が
あ
り
、

魚
介
や
肉
料
理
の
風
味
付
け
な
ど
に
利
用

し
ま
す
。
香
り
が
強
い
の
で
使
用
量
に
注

意
し
ま
す
。
茎
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
串
や

リ
ー
ス
な
ど
に
し
ま
す
。

　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
は
欧
州
で
古
く
か
ら
利

用
さ
れ
て
き
た
ハ
ー
ブ
で
す
。
英
国
民

謡
『
ス
カ
ボ
ロ
ー
・
フ
ェ
ア
』
で
は
「
パ

セ
リ
・
セ
ー
ジ
・
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
ア
ン

ド
・
タ
イ
ム
」
と
何
回
も
リ
フ
レ
イ
ン
さ

れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
モ
ン
と
ガ
ー
フ
ァ
ン

ク
ル
が
カ
バ
ー
し
た
『
ス
カ
ボ
ロ
ー
・

フ
ェ
ア
』
は
、
67
年
の
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ

フ
マ
ン
主
演
の
映
画
『
卒
業
』
の
挿
入
歌

と
な
り
、
世
界
中
で
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
は
、
歌
詞
の

う
ち
パ
セ
リ
し
か
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ローズマリー
（シソ科マンネンロウ属）

イラスト：宮下めい子

イラスト：吉田静佳
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Q小林先生の法律相談 A
　
従
前
の
民
法
の
隣
地
使
用
に
関
す

る
規
定
で
は
「
土
地
所
有
者
は
、
境

界
又
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
障
壁
又

は
建
物
を
築
造
し
、
又
は
修
膳
す
る

た
め
、
必
要
な
範
囲
内
で
、
隣
地

の
使
用
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
境

界
標
の
確
認
や
境
界
の
測
量
の
た
め

に
、
隣
地
へ
の
立
ち
入
り
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
土
地
取
引
の
障
害

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
隣

（全体運）楽しい予定を立てると気力が倍増。趣味を中心にやりたいことリストを作るのもお勧めです。大切な連絡は早めに
（健康運）前半は活動的に、後半はゆったり過ごして吉
（幸運の食べ物）トマト

地
の
使
用
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
隣

地
の
使
用
に
つ
い
て
、
隣
地
所
有
者

等
（
隣
地
所
有
者
や
隣
地
の
賃
借
人

等
、
隣
地
を
使
用
し
て
い
る
者
）
の

承
諾
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
あ
り
、
承
諾
を
得
ら
れ
な
い
と
き

は
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
隣
地
所
有

者
等
の
承
諾
に
代
わ
る
裁
判
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

昨
年
四
月
に
、
民
法
の
相
隣
関
係
に

関
す
る
規
定
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
従
前
の
「
承
諾
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
の
文
言
が
削
除
さ
れ

「
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
改
正
に
よ

り
、
一
定
の
要
件
が
あ
る
場
合
に
は
、

隣
地
所
有
者
等
の
承
諾
を
得
る
必
要

は
な
く
、
土
地
所
有
者
が
一
方
的
な

事
前
通
知
に
よ
り
、
隣
地
を
当
然
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
隣
地
所
有

者
等
は
そ
の
限
度
で
立
ち
入
り
を
受

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
、
隣
地
所
有
者
等

の
利
益
に
も
配
慮
し
、
隣
地
を
使
用

す
る
際
に
は
、
使
用
の
日
時
、
場
所
、

及
び
方
法
に
つ
い
て
、
隣
地
所
有
者

等
の
た
め
に
最
も
損
害
が
少
な
い
方

法
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
ま
し
た
。
隣
地
を
使
用
す
る
者
は
、

予
め
、
そ
の
目
的
、
日
時
、
場
所
及

び
方
法
を
隣
地
所
有
者
等
に
通
知
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
隣

地
所
有
者
等
が
不
明
な
場
合
や
、
緊

急
事
態
に
よ
り
、
予
め
通
知
す
る
こ

と
が
困
難
な
と
き
は
、
隣
地
使
用
開

始
後
、
遅
滞
な
く
、
通
知
す
れ
ば
よ

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
地
の
使
用

の
目
的
も
①
境
界
付
近
の
障
壁
や
建

物
ば
か
り
で
な
く
、
工
作
物
の
建
設
、

修
理
、
収
去
の
目
的
の
場
合
②
境
界

標
の
調
査
、
ま
た
は
境
界
に
関
す
る

測
量
の
場
合
③
越
境
し
た
隣
家
の
竹

木
の
枝
の
切
り
取
り
の
場
合
に
も
、

隣
地
使
用
権
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
従
前
と
同
様
に
住
家
に
立
ち

入
る
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
か
ら
、
隣
地
所
有
者
等
の
承
諾

が
必
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
法
改

正
に
よ
り
、
一
定
要
件
が
あ
る
場
合

に
は
、
隣
地
の
使
用
が
権
利
と
し
て

認
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
隣
地

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和４年４月12日㈫
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和４年４月27日㈬
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和４年５月10日㈫

利率、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

所
有
者
等
が
、
隣
地
の
使
用
を
強
く

拒
絶
し
て
い
る
と
き
に
は
、
自
ら
の

実
力
で
こ
れ
を
排
除
し
て
隣
地
を
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

場
合
、
あ
く
ま
で
も
、
裁
判
所
に
対

し
て
、
隣
地
所
有
者
等
が
、
法
律
で

認
め
ら
れ
た
隣
地
使
用
権
を
妨
害
し

な
い
よ
う
裁
判
を
求
め
る
必
要
が
生

じ
ま
す
。
ま
た
、
隣
地
使
用
に
よ
っ

て
、
隣
地
所
有
者
等
に
損
害
を
与
え

た
場
合
に
は
、
そ
の
損
害
を
補
填
す

る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
改
正
法

は
、
周
知
期
間
を
置
き
、
来
年
の
四

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

境界の測量のため隣地への
立ち入りが認められる等、
隣地の使用についての民法
の規定が改正されたと聞き
ますが、どのように改正さ
れたのですか？
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　支店から あれこ れ

（全体運）やることが山積みで目の回るような忙しさに。まずは自分のことより家族を優先。うれしいお返しがありそうです
（健康運）頑張りが利くとき。筋トレもお勧めです
（幸運の食べ物）アシタバ

－大類支店－

柴崎町の柴崎浅間山古墳

　
今
回
は
高
崎
市
柴
崎
町
の
「
柴

崎
浅
間
山
古
墳
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
先
日
、
高
崎
市
史
跡
に
指
定
さ

れ
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
柴
崎

浅
間
山
古
墳
は
周
堀
内
出
土
の
土

器
片
の
調
査
の
結
果
か
ら
４
世
紀

ご
ろ
築
造
さ
れ
１
辺
約
25
ｍ
の
方

墳
、
高
さ
は
４
・
２
ｍ
で
築
造
当

時
の
姿
を
良
く
と
ど
め
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
方

墳
は
珍
し
く
県
内
で
も
数
例
し
か

見
つ
か
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

近
く
に
は
同
時
期
に
築
造
さ
れ
た

と
さ
れ
る
柴
崎
蟹
沢
古
墳
が
あ
り
、

卑
弥
呼
に
関
わ
る
「
三
角
縁
神
獣

鏡
」
が
出
土
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
地
域
が
重
要
な
地
域
で
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

　
過
去
に
は
柴
崎
蟹
沢
古
墳
の
調

査
の
際
に
、
柴
崎
浅
間
山
古
墳
の

簡
易
測
量
図
を
作
成
し
た
そ
う
で

す
。
製
造
さ
れ
た
４
世
紀
は
謎
の

多
い
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
暖
か
く
な
る
季
節
、
古

墳
巡
り
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
大
類
支
店
通
信
員
）

ＪＡファームたかさき通信
ＪＡファームたかさきでは、新規就農者の受入れ・研修・相談・作業見学を随時行っています。
連絡は営農部営農課（ＴＡＣ）まで。　☎０２７－３５２－５１２６

４月・５月作業予定
青梗菜（武帝・夏双子）の播種・定植・収穫 ４月・５月 冬葱の定植（龍ひかり２号他） ５月
ブロッコリーの定植（おはよう） ４月 夏葱の管理（龍美） ４月・５月
冬葱の収穫 ４月

○新規農業者や野菜の播種から収穫・出荷作業など、農業に興味がある方大募集
　お問い合わせ　☎０２７－３５２－５１２６　ＪＡファーム（担当：有須）
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お　知　ら　せ INFORMATION

金融共済部 資金課から

（全体運）波に乗っていけそうですが、運勢は後半から下降。気を引き締めていきましょう。丁寧な連絡と準備で乗り切って
（健康運）おいしいものを食べてゆっくりする時間も大切に
（幸運の食べ物）タケノコ

各種手数料の改定について

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　高崎市農業協同組合では、令和４年５月２日㈪より、下記のとおり手数料を改定させて

いただくことになりました。

　今後も一層のサービス向上を心掛けてまいりますので、お客様には何卒ご理解賜ります

ようお願い申し上げます。

記

１　改定日　令和４年５月２日㈪

２　今回改定させていただく手数料

手数料の種類 令和４年４月28日㈭まで 　令和４年５月２日㈪から

硬貨入金手数料 １枚～５００枚

無料

５０１枚～１，０００枚

３３０円

１，００１枚～２，０００枚

６６０円

２，００１枚以上

６６０円に１枚～１，０００枚

毎に３３０円を加算

１枚～５０枚

無料

５１枚～５００枚

５５０円

５０１枚～１，０００枚

１,１００円

１，００１枚以上

1,１００円に１枚～５００枚毎

に５５０円を加算

＊ 同日に複数件お手続きをされる場

合、硬貨の枚数を合算し、料金を

判定します。

＊ 硬貨入金手数料は各種手続きの取

扱料金とは別途に硬貨での取引の

際、お支払いいただきます。

両替手数料

金種指定払戻手数料

１枚～１００枚

無料

１０１枚～５００枚

３３０円

５０１枚～１，０００枚

６６０円

１，００１枚以上　　

６６０円に１枚～１，０００枚

毎に３３０円を加算

１枚～５０枚

　　　　　　　　　　　無料

５１枚～５００枚

　　　　　　　　　５５０円

５０１枚～１，０００枚

　　　　　　　  １,１００円

１，００１枚以上　　

１,１００円に１枚～５００枚

毎に５５０円を加算
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お　知　ら　せ INFORMATION

金融共済部 推進課から経済部 開発相談課から

（全体運）周囲の助力を得やすい月です。あまり遠慮はしないで。「ありがとう」と受け入れた方が相手もうれしいはず
（健康運）ウオーキングなど下半身を重点的に動かして
（幸運の食べ物）セロリ

経済部 経済企画課から

《
日
　時
》

●
４
月
８
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
４
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
５
月
13
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
５
月
27
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小 

林 

優 

公

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
４
月
15
日
㈮
　
午
後
２
時
～

●
５
月
20
日
㈮
　
午
後
２
時
～

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干 

川 

芳 

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※ 

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

☎027－343－6202

開催時間９：00～12：00

西部支店４月16日（土）

開催店舗

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて
個別に相談を承ります。



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

まちがい
さがし
出題・イラスト
酒井栄子

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

理
事
会
だ
よ
り

３
月
28
日
㈪
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　 

令
和
３
年
度
末
決
算
結
果
並
び

に
剰
余
金
処
分
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　 

５
ヶ
年
計
画
の
一
部
訂
正
に
つ

い
て

第
３
号
議
案
　 

自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
変

更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　 

令
和
３
年
度
資
産
査
定
結
果
並

び
に
貸
倒
引
当
金
繰
入
に
つ
い

て

第
５
号
議
案
　 

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針

に
つ
い
て

第
６
号
議
案
　
リ
ス
ク
評
価
書
に
つ
い
て

第
７
号
議
案
　 

定
款
及
び
理
事
会
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

第
８
号
議
案
　 

育
児
介
護
休
業
等
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

第
９
号
議
案
　
大
口
借
入
金
に
つ
い
て

第
10
号
議
案
　 

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て
　
春
は
卒
業
や
入
学
、
就
職
、
人

事
異
動
な
ど
変
化
の
多
い
時
期
で

す
。

　
新
し
い
環
境
で
の
心
の
疲
労
な

ど
、
自
分
で
も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に

ス
ト
レ
ス
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。そ
ん
な
と
き
は
、ち
ょ
っ

と
立
ち
止
ま
っ
て
み
て
、
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
時
間
を
増
や
し
、
心
身
の
疲
れ
を
と
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

矢中町
峯岸　明美 様
阿久津町
小池　啓子 様

３月号の当選者
おめでとうございます

上里見町
原田さと美 様
日高町
湯浅　直美 様

八幡町
矢口富美子 様 （今月の応募数16通）

◆応募方法：E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれかの方法でご応募下さい。
　　　　　　 必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）を記入の上、下記あて先までお送り

下さい。正解者の中から抽選で５名のみなさんに、ＪＡオリジナル「高崎うどん」
をプレゼントします。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想をお待ちしております。

◆あ て 先：（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　　　　　　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　　　　　　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482
　　　　　　　　　　　 ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表：４月15日の消印まで有効とし、正解者発表は５月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】
　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、抽選と商品発送以外の目的には使用いたしません。

■右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
　間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

◆ 　　　　　　　　　　 ◆
先月号の答え

7
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発
行

人
／

堀
米

　
　

登
　

住
　

所
／

高
崎

市
新

保
町

1
4

8
2

編
　

集
／

編
集

委
員

会
　

Ｔ
Ｅ

Ｌ
／

0
2

7（
3

5
2

）5
2
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組
合

員
に

寄
り

添
い

地
域

の
発

展
に

貢
献

す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き

シェフ永井のおすすめ

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

永
井
　
智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

新ジャガイモ（下ゆでして半分に切
り皮付きのまま素揚げしたもの）
　………………………… 小８個
芽キャベツ（下ゆでして半分に切る）
　…………………………… ３個
ウルイ（細切りにする） … ２本
赤ジソふりかけ…………… 適宜
　　マヨネーズ……… 大さじ２
　　ナンプラー……… 小さじ１
　　酢………………… 小さじ１
　　砂糖……………… 小さじ1/2
　　塩昆布…………… 大さじ１

２～３人分

｛

4
JA

た
か

さ
き

4
月

号
（

第
3

5
0

号
）

2
0

2
2

年
4

月
1

日
発

行

作
り
方
　
❶
ボ
ウ
ル
に
Ａ
の
あ
え
衣
を

混
ぜ
合
わ
せ
る
。

❷
①
の
ボ
ウ
ル
に
揚
げ
た
て
の
新
ジ
ャ

ガ
イ
モ
と
芽
キ
ャ
ベ
ツ
、
ウ
ル
イ
を
入

れ
さ
っ
く
り
と
混
ぜ
る
。

❸
②
を
器
に
盛
り
付
け
、
お
好
み
で
赤

ジ
ソ
ふ
り
か
け
を
振
り
出
来
上
が
り
。

あ
え
衣
Ａ

野
菜
作
り
は
難
し
い
か
ら
奥
が
深
い

ー
北
久
保
町
　萩
原
順
子
さ
ん
ー

　
今
回
は
北
久
保
町
に
お
住
い
の
萩

原
順
子
さ
ん
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。

　
萩
原
さ
ん
は
実
に
行
動
派
。
野
菜

作
り
に
女
性
会
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
、
い
つ
も
せ
わ
し
な
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の

原
動
力
は
い
っ
た

い
ど
こ
か
ら
く

る
の
で
し
ょ
う
。

さ
っ
そ
く
取
材
開

始
で
す
。

　
萩
原
さ
ん
は
高

崎
市
農
協
を
定
年

退
職
後
は
野
菜
作

り
に
精
を
出
し
直

売
所
の
グ
ル
米
四

季
菜
館
に
も
出
荷

し
て
い
ま
す
。
昨

秋
か
ら
本
年
１
月

ま
で
は
ほ
う
れ
ん

草
を
出
荷
し
、
こ

の
春
か
ら
は
ワ
ケ

ギ
と
玉
ね
ぎ
も
出

荷
す
る
つ
も
り
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

６
月
に
は
じ
ゃ
が
い
も
が
採
れ
る
よ

う
に
そ
ろ
そ
ろ
植
え
な
い
と
と
い
け

な
い
と
丁
寧
に
書
き
綴
っ
た
ノ
ー
ト

を
見
な
が
ら
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
自
然
相
手
の
も
の
だ
か
ら
上
手
に

作
る
の
は
と
て
も
大
変
と
話
し
ま
す
。

時
に
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
摘
み
菜

を
鳥
に
つ
い
ば
ま
れ
た
こ
と
も
。
で

も
、
野
菜
作
り
は
難
し
い
か
ら
こ
そ

奥
が
深
い
と
常
に
上
を
向
き
ま
す
。

そ
し
て
今
日
も
楽
し
み
な
が
ら
丹
精

込
め
て
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
萩
原
さ
ん
は
一
昨
年
ま
で

女
性
会
の
副
会
長
を
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
現
在
で
も
女
性
会
を
盛
り
立

て
る
一
方
で
、
会
員
の
方
と
の
交
流

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し

地
域
の
つ
な
が
り
と
そ
こ
で
生
ま
れ

る
人
の
和
も
大
切
に
し
て
お
り
、
誰

か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
萩
原
さ
ん
。

　
萩
原
さ
ん
の
行
動
力
は
い
つ
で
も

前
向
き
で
あ
た
た
か
い
人
柄
あ
っ
て

の
も
の
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
取

材
に
も
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
事

に
感
謝
を
す
る
と
共
に
、
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
西
部
支
店
通
信
員
）

新ジャガイモと
芽キャベツの
サラダ


